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　現在の嚴島神社の大鳥居は、1875 年の建立から１４０年以上
が経過し、損傷や老朽化が進んでいます。
　そのため、令和元年６月 17 日から大規模な保存修理工事が行
われておりますが終了時期は未定です。現在は破損箇所の調査が
行われており全体がシートで覆われた状態です。
　しかし、来客数は昨年の４３０万人を上回る４６５万人を超え
る勢いです。廿日市市の新市長は入島税を課し、電線の地中化や
道路の補修など宮島の維持補修に使用すると、言っております。
今後どうなりますか。
　表紙の写真は以前に撮ったものですが、珍しく霧に煙っていま
す。

「霧の中に見える宮島の鳥居」 令和2年新年互礼会
　年頭の挨拶
　　広島県印刷工業組合理事長　中本　俊之
　来賓挨拶
　　外務大臣　衆議院議員　岸田　文雄　様
　　中国経済産業局　局長　渕上　善弘　様
　　広島県知事　　　　　　湯﨑　英彦　様
　　広島市長　　　　　　　松井　一實　様
第47回　備後印刷産業新年互礼会
第41回　呉支部新年互礼会
夢メッセ集約会議
第3回　支部長会議
事務局だより　●組合の動き

2020 年テーマ

「人が集まり笑顔をつなぐ幸せ産業へ」
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令和 2 年　新年互礼会
　広島県印刷工業組合主催・印刷関連団体共催による
令和２年新年互礼会が「人が集まり笑顔をつなぐ幸せ
産業へ」をスローガンに１月６日(月)午後６時からリー
ガロイヤルホテル広島で、ご来賓、組合員、関係団体
より２５３名が出席し盛大に開催された。
　司会はおなじみの明るく爽やか、そして絶妙なトー
クの北山美砂子さん。まず参加者全員の国歌「君が代」
斉唱で開会した。
　はじめに、広島県印刷工業組合中本俊之理事長より
新年のあいさつ。つづいて、来賓を代表して自由民主
党政務調査会長衆議院議員　岸田文雄様、中国経済産
業局長　渕上善弘様、広島県知事　湯﨑英彦様、広島
市長　松井一實様から祝辞をいただいた。そして、来
賓紹介ですが、今回は広島商工会議所から椋田昌夫副
会頭が出席され１３名の紹介があった。次に広島県議
会前議長 ( 広島県印刷工業組合顧問 ) 山木靖雄様の乾
杯にご発声をいただき、祝宴開始。
　宴たけなわのころ、恒例の福引が担当の県工組青年
部メンバーの進行により賑やかに行われた。壇上で高
山陽子さん、北山司会者により抽選を行い、賞品受け
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

渡しは青年部がズラリと勢揃い。来場者は番号を呼ば
れると、満面の笑顔で賞品をいただいた。今年の幸運
くじは中本理事長が抽選引きを行い、１等賞２本の一
つ目の高圧洗浄機は㈱小森コーポレーションの細野英
樹九州支店長に、二つ目のダイソンハンディクリーナー
は至誠堂印刷㈱の國光俊博社長に当った。当選者は、「今
年は良いことがありそうです」と喜びを語られた。

　最後は、中国グラフィックコミュニケーションズ工
業組合　秀浦忠利理事長が、中本理事長・喜瀬理事顧
問を壇上に揚げ賑やかに三本締めをされ互礼会は幕を
閉じた。
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で、今まで以上に素晴らしい価値が見えてくるのではな
いでしょうか。明るい話題が少ない印刷業界ではありま
すが、変化することで成長するチャンスがきっと見つか
ると信じて、前を向いて進んでいきましょう。広島県印
刷工業組合も、「人と人をつなぐ力」を最大限に発揮して、
一企業ではできないことも連携することで可能にして、
組合の底力を実感していただけるよう価値観を高めてま
いりたいと思います。
　その底力を示すことができる事業が、2022 年の全日
本印刷文化典であります。49 年ぶりに広島で開催するこ
とを、昨年の新年互礼会で報告をさせていただきました
が、いよいよ準備にとりかかる時期がまいりました。
キャッチフレーズは「真っ赤に燃やせ！印刷魂〜水の流
れが大地を創る。人の心が未来を開く。〜」であります。
広島は、長い歴史の中で何度も立ち上がってきた町でも
あります。その広島を舞台に開催されるわけですから、
強い力で未来を切り開こうという、強いキャッチコピー
がふさわしいと思い、制作をいたしました。そして、キー
ワードも広島らしさを盛り込みました。広島カープ、宮
島の鳥居、もみじ、紅葉の赤色であります。この大会を
通じて、広島の元気を多くの参加者に感じ取っていただ
き、その力が全国の元気につながることが広島大会の成
功のかたちと考えております。そのためには、日頃から
広島の印刷業界の発展に尽力をされておられます、皆様、
お一人お一人の協力が必要となります。是非とも、ご協
力のほどよろしくお願いいたします。
　最後に、今年も、16 回目となります「印刷産業夢メッ
セ」を９月に開催する予定です。おかげさまで昨年も盛
況に終わることができ、今年につなげることができまし
た。より一層、皆さまの役に立つ「夢メッセ」となるよう、
精一杯取り組んでまいります。
　輝かしい 2020 年を祈念して、新年のご挨拶とさせて
いただきます。ありがとうございました。

 

　明けましておめでとうございます。昨年は、組合運営
に格別のご支援とご協力を賜りまして、誠にありがとう
ございました。本年も引き続きまして、ご指導、ご鞭撻
のほどよろしくお願いいたします。
　さて、昨年の５月に令和時代が幕を開けましたが、日
本列島を襲う自然災害が発生し、九州北部豪雨、台風 15
号・19 号では、我々の仲間であります７つの工組が被害
を受けました。今年は、オリンピック・パラリンピック
開催、今年こそは、暗い、悲しいニュースではなく、日
本の選手が活躍をし、元気で明るいニュースが多く報道
されることを望みたいものです。
　また、我が国、そして世界を取り巻く環境は、今、大
きな変革期にあります。２つの事例を紹介いたしますと、
まず１つ目は「2030 年問題」であります。団塊世代が
後期高齢者入りをし、団塊ジュニアも還暦を迎え、３人
に１人が 65 歳以上の高齢者となります。生産年齢人口
も 852 万人減って 6,800 万人となり、人材確保がさら
に厳しくなります。
　日本人の仕事の 49％が、機械から AI に取って代わり
ます。車も電気自動車が主流となり、レベル５の完全自
動運転の車が登場し、今年の夏は、ホンダがレベル３の
自動運転の車を発売すると聞いています。本当に、あら
ゆるものが自動化されていきます。２つ目は、日本が目
指す未来社会の「Society5.0」です。６月にドイツで世
界最大の印刷機材展「drupa2020」が開催されます。今
回は、5G であらゆるものがネットにつながる、そしてロ
ボットや AI にビッグデータなどの革新的な技術を活用し
て、さらに生産性を上げて、新しい価値を生み出すこと
ができるものが紹介されると期待しております。
　しかし、こういう時代だからこそ必要なのは、「変化」
を「チャンス」と捉える姿勢ではないでしょうか。人口
の減少や新しい技術の導入は重大な課題ではありますが、
ただ下を向いているだけではなく、チャレンジすること

　　「変化」を「チャンス」と捉える姿勢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島県印刷工業組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　　中　本　俊　之

年頭の挨拶
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　皆さま、新年おめでとうございます。
　振り返りますと、私にとりまして、この印刷関係団体
の皆さま方の新年互礼会、もう 30 年近く最も長い付き
合いをいただいている互礼会なんだなぁと振り返ってい
ます。
　30 年以上前、昭和の終わりから平成の時代の初めの頃
を振り返りますと、印刷関係団体の皆様方の会社にお邪
魔しても、ずい分雰囲気が違ったというのを覚えていま
す。まだ当時は、工場の雰囲気、インクの匂いとか現場
の雰囲気がまだ色濃く出ている、こんな時代だったので
はないかと思いますが、今どの会社にお邪魔しても、誠
に明るくなっている。近代的になって、そしてあか抜け
ている。スマートな会社の構えを皆さん備えておられま
す。業界の雰囲気、30 年余りの間にずい分変わったなぁ
ということを強く感じています。

 

　皆さま、明けましておめでとうございます。
　最初に、我が国の最近の景気動向は、内需を中心に緩
やかな回復基調にあります。地方における経済は厳しい
ながらも、好循環の前向きな動きが生まれ始めていると
思います。ただその一方で、米中貿易摩擦などの通商問
題をめぐる緊張でありますとか、中国経済の先行き、さ
らに直近では、アメリカとイランとの緊張関係、そういっ
たさまざまな不確実性が存在しております。海外発の経
済の下方リスク、これについては、一層の注視が必要だ
と考えています。
　このような背景のもと、昨年 12 月「安心と成長の未
来を拓く総合経済対策」が策定されました。災害からの
復旧・復興と安全・安心の確保、それから経済の下振れ
リスクを乗り越えようとするものへの重点支援、未来へ
の投資とオリンピック・パラリンピック後を見据えた経
済活力の維持向上、この三本柱からなる経済対策、これ
はいずれも中国地域において着実に取り組んでいかなけ
ればならないテーマだと考えており、当局は、地域にお
けるこれら対策の、着実な執行に全力で取り組んでまい
ります。
　こうした政府全体の動きを踏まえ、経済産業省としま
して、総合経済対策に掲げられた「生産性革命」、これの
実現に向け積極的に施策を展開しました。具体的には、

　自由民主党　政務調査会長

　　　衆議院議員　岸田　文雄 様　

　　中国経済産業局

　　　　   局  長　渕上　義弘 様

それぞれの立場で創意工夫、努力を !!

社会的変革に経済産業省も
　　　　　積極的に施策支援を !!

　そして、先ほど中本理事長のご挨拶の中にありました
けれども、今、令和の時代を迎えて、時代は大きくまた
変化しようとしています。技術革新、イノベーションに
よって、私たちの暮らし、そして仕事、社会は大きく変
化をしようとしています。そのなかにあって、印刷関係
団体の皆様方、関係業界の皆様方の環境も大きく変化し
ていく、当然こういったことが予想されるわけでありま
す。
　しかしながら、この印刷関係に携わっている皆様方の、
クリエイティブな、そして創造性に満ちた部分、文化に
貢献されているこういった部分を考えますと、間違いな
く社会の変化の中で大きな可能性を持っておられる業界
であるということを確信しています。是非、令和の時代、
新しい時代に向けても、皆様方がそれぞれの立場で創意
工夫、努力をされまして、新しい時代においても力強く、
心強く前進されて行かれますことを心からお祈り申し上
げます。
　令和の時代も、印刷に関わる皆様にとって明るい可能
性に満ちた時代であることを心から願い、そのためにも
令和２年、今年が心豊かな１年でありますことを心から
お祈り申し上げて、新年のご挨拶とさせていただきます。
本日は誠におめでとうございます。

設備投資等を支援する「ものづくり補助金」、それから、
販路開拓などを支援する「持続化補助金」、また、IT ツー
ルの導入を支援する「IT 導入補助金」。この三補助金を「中
小企業生産性革命推進事業」として一本化させ、中小企
業の皆様の取り組み状況に応じ、設備投資、それから IT
導入支援、販路開拓、これらの支援を一体的、かつ機動
的に実施をしていく予定です。
　中国経済産業局では、これらの施策等により、中小企業、
それから小規模事業者の労働生産性の向上を図るほか、
地域産業の競争力の強化を推進していきます。当局とし
ましても、技術と知恵と伝統を生かし、勇気を持ってチャ
レンジをされる皆様方の取り組みを、職員一丸となって
ご支援をさせていただきたいと思っております。
　最後になりますが、広島県印刷工業組合のますますの
ご発展と、本日ご参加いただいておられる皆様方のご多
幸と健勝を心から祈念をいたしまして、私からの新年の
ご挨拶とさせていただきます。どうぞおめでとうござい
ます。



（5）　第 402 号令和 2年 2月 1日 い ん さ つ 広 島

 

　皆さま、明けましておめでとうございます。
　昨年、広島は、ローマ教皇をお迎えいたしました。今
年は被爆 75 年の年、なおかつオリンピック・パラリンピッ
クがあるということで、多くのお客様が広島に来られる
と思っております。そのなかで、一方で世の中の流れは
大きく、早くて、今、キャッシュレスというように政府
が進めておりますが、この業界にとって非常に大きな、
ある意味で言うと、脅威になるのはペーパーレスという
ことではないかと思います。
　我々も行政として「デジタルトランスフォーメーショ
ン」というのを推進しております。情報をいかに活用す
るか、ということが次の時代大きく問われることになり
ますが、大きな課題は、この情報化ということに業界の
皆様がどのように対応していくかということではなかろ
うかと思います。先ほども理事長のお話の中で、「これを
チャンスととらえて進めていかなければならない」とい
うことがございました。まさに、私はそのとおりだと思
います。

 

　皆さま方、明けましておめでとうございます。
　この業界、先ほど知事からもございました。私自身の
認識は、この業界は思いを形にして伝えるという、いわ
ゆる情報コミュニケーション産業であるという認識でし
て、印刷業界のいわゆる第４次産業革命、その中でさま
ざまな影響を受けている、この大変革期に当たって、こ
れをまず乗り切る。乗り切ったうえで、ある意味次世代
に向けての産業構造をどうしていくかということが、極
めて大きな課題だと思っております。
　子年、新しい干支の始まりであります。この新しい門
出に立って、これからの産業界をいかに発展させるかと
いうことを、印刷工業組合を中心に皆様方、今まで以上
に創意工夫をしていただいて、新たなる創造性を追求し
ていただくということが求められていると思っています。
そして、皆様方は応えるだけの十分な力量があると信じ
ております。そうしていただくことが、またこの地域に
おける経済発展の基盤を支える、むしろ大きく発展させ
ることにつながるということでして、心から期待してご
ざいます。
　終わりに、広島県印刷工業組合の今後のますますのご

　　広島県知事

　　　　湯﨑　英彦 様　

　　広島市長

   　　　松井　一實 様

新しいイノベーションを生んで
　　　　　　　世界にはばたけ !!

次世代の発展は今まで以上の
                          創意工夫を !!

　この 10 年の変化を見ましても、これは直接印刷工業、
あるいはこの業界が取り組んでおられることとは違いま
すけれども、印刷という概念に近いという観点から言う
と、例えば 3D プリンターというのが大きく使われるよ
うになりました。これも全く従来の発想の転換です。そ
のような新たな技術、あるいは新たなサービスがどのよ
うに生まれるかというのは、これは生んでないから誰も
分かりませんが、これからこのデジタル化のなかで新た
なサービスが情報をめぐるうえで、ただ単にこのコン
ピュータがどうのとか、スマホがどうのとかいう以上に、
新しいサービスが生まれるんだと思います。
　是非、広島の印刷工業組合、また、印刷関連団体の皆
様の中から新しいイノベーションを生んで、世界にはば
たくようなサービスが出てくると素晴らしいな、という
ふうに思っております。広島県としてもさまざまなかた
ちで、経済産業局とも協力をしながら皆様のイノベーショ
ンの推進、あるいは経営改革の発展のお手伝いをさせて
いただきたいと思っております。
　改めまして、新年の門出にあたりまして、印刷工業組合、
また、関連団体の皆様のますますのご発展と、ご参集の
皆様方のご健勝とご活躍を心から祈念をいたしまして、
お祝いのご挨拶とかえさせていただきます。本年もどう
ぞよろしくお願いいたします。誠におめでとうございま
した。　

発展と、本日ご出席の皆さま方のご健勝、そしてご多幸
を心から祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていた
だきます。本当におめでとうございます。
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　第 47 回備後印刷産業新年互礼会を１月１０日 ( 木 ) 午
後６時から福山ニューキャッスルホテルにおいて開催。
広島県工組から中本理事長、中川副理事長、西村事務局
長のご出席を賜り、期待のかかる年明けの中９０名が出
席、盛大な会となりました。
　杉原実行委員長開会あいさつに続き、市川府中支部長
挨拶、県工組中本理事長様からの来賓のご祝辞、日本グ
ラフィックサービス工業会広島県支部山本支部長様には
お祝いのメッセージを頂き、淺田福山支部長の乾杯の発
声を合図に祝宴の幕を開けました。
　和やかな雰囲気の中、あちらこちらで名刺交換や歓談
があり、その盛り上がりの中、最近のテレビ番組でもあ
る格付けゲームが行われた。1 つの例の内容は２つのチョ
コレートを目隠しで食べどっちが高額チョコかと、他に
は、お肉、ワイン、そしてビールは３社の飲み比べでＳ
社のビールを当てるというゲームで、外した人は「私の
舌はバカ舌です」という「赤いタスキ」を掛ける事で会
場は笑いの渦で拍手喝采。そして恒例の新年を占うビン
ゴゲームで、商品券、お食事券、カープグッズ、お肉、
一番はダイソンハンディクリーナー等たくさんの商品を
皆さんいただいて笑顔の会場でした。
　宴の終わりは藤井福山軽印刷組合理事長の三本締めで
互礼会を閉会することが出来ました。
　最後に、厳しい情勢の中今回もご協賛いただきました
各社様にはこの場を借りまして心よりお礼申し上げます。
ありがとうございました。　　　　　（実行委員長 小田）

      2020 第 47 回 備後印刷産業 新年互礼会 【市川哲也府中支部長挨拶】
　明けましておめでとうございます。
　さて、昨年は世界中を巻き込ん
での米中貿易摩擦をはじめ、中東
問題など混迷する世界情勢。国内
に目を向ければ、消費税が 10％
にアップ、広い範囲で起きた自然災害。「どうなる日本」
みたいな状況の中でも、新しい年号「令和」が始まり
ました。今年はオリンピックもあります。少しでも明
るいニュースが増えてほしいと願っております。
　昭和から平成の間、受注主体で作れば物が売れてい
た大量生産の時代から、バブル崩壊にリーマンショッ
クなど様々な出来事を乗り越え、急速に発達したデジ
タル化による情報・流通の変化で、社会のグローバル
化は進み、物造りも多様化・少量生産の時代に変化し
ています。もちろん印刷業界も同じです。遠方からの
仕事の問い合わせ、迅速なデーターのやり取りや打ち
合わせ、印刷機器のデジタル化で作業工程の短縮と品
質の向上。昭和の時代では考えられなかった多くのメ
リットが生まれてきました。しかしその反面、小ロッ
トに短納期、多様化する印刷物への要望など、新たな
スキルも生まれ、それぞれの会社では対応しきれない
問題も生まれてきましたし、今後もさらに複雑になっ
て行く事でしょう。
　大丈夫です。ここには、それぞれ素晴らしい力を持っ
た仲間が大勢います。そこに難題があれば、仲間で集
まり知恵を絞り、力を合わせて問題を解決し、共によ
り良い品質の物造りをして行く。そこに必要とされる
情報があれば、それぞれの強みをネットワークで利用
しより良い情報を社会に提供して行く。時代も変わり、
求められる物は変わっても、人のつながりは変わりま
せん。それぞれの力をつないで変化に対応しながら、
新しく始まった「令和」に力強く踏み出して行きましょ
う。
　私たちが集まる、この印刷業界と社会が笑顔でつな
がる幸せな産業になって行ける様、心から祈念いたし
まして、新年のご挨拶とさせて頂きます。ありがとう
ございました。
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　１月１０日（金）午後６時３０分より呉阪急ホテルに
於いて第４１回呉支部新年互礼会を盛大に開催いたしま
した。新原呉市長、広島県工組より中本理事長、中川副
理事長、西村事務局長また関連業者を代表して広島洋紙
㈱の櫻井様をご来賓としてお招きし、総勢４２名で式典
は始まりました。司会は今年も広島のテレビ各局でリポー
ターをされている呉市在住の勝さんにお願い。元気な声
で最初から引き込まれていきます。
　高山支部長の挨拶、中本理事長、新原呉市長の祝辞を
いただき、櫻井様の乾杯のご発声で宴は始まった。今年
はアトラクションとして呉市のバンドのクライムアーツ
の演奏と歌手も加わり最後に「お祭りマンボ」を全印で
合唱し大いに盛り上がった。
　宴たけなわの頃、呉支部恒例の抽選会を松広印刷㈱社
長の松広さんが仕切り、呉阪急ホテルさんにご協賛頂い
た食事券や、各種商品券を賞品として合計２０名の方に
当たる確率の高い抽選会ですが、最後の１等は泉紙業㈱
の中野一郎さんに当たり、「今年は縁起が良いです、うれ
しいです。」と挨拶をされ抽選会が締めくくられました。
　最後は㈱ユニックス社長の宇都宮さんに「今年も良い
年にしましょう」と万歳三唱で締めていただき、とても
充実した新年互礼会を終えることができました。ご出席
頂きました皆様誠にありがとうございました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 当田 )

      　2020 第４１回 呉支部 新年互礼会 【高山順子呉支部長挨拶】
　新年明けましておめでとうござ
います。
　旧年中は呉支部運営に格別のご
支援・ご協力を頂き厚くお礼申し
上げます。本年も昨年同様、よろ
しくお願い申し上げます。
　新年早々、印刷関連協力会社を含め、総勢４２名の
皆様とご一緒に令和２年広島県印刷工業組合呉支部「新
年互例会」を開催させて頂けることは、誠に嬉しく存
じます。
　今年は新年早々から、寝耳に水といった出来事が起
こっております。年明けにゴーン氏がレバノンに逃亡
したというニュースが入り、大企業の元代表が責任を
負わない姿を目のあたりにし、本当に情けない気持ち
になりました。ゴーン氏は大量に社員をリストラしま
したが、皆が会社再建のためと涙を飲んでいた裏で、
考えられない金額の私腹を肥やしていたと実態が暴か
れ、同じ経営者として考えられません。
　また、アメリカと中国の貿易摩擦やイランとの衝突
など、日々色々なニュースが駆け巡っておりますが、
私が最近で心を打たれた一つとして、ラグビーワール
ドカップが日本で開催され、大いに盛り上がったこと
です。日本代表が目覚ましい活躍をされ、ワンチーム
となった力の強さを痛感いたしました。パレードでの
田中選手の涙は、心に響きました。今年は東京でオリ
ンピック・パラリンピックが開催され、ワールドカッ
プ以上に盛り上がることでしょう。皆さんとともに日
本選手の活躍を願い応援をしたいと思います。
　今年の広島県印刷工業組合のテーマは昨年に引き続
き「人が集まり笑顔をつなぐ幸せ産業へ」になります。
夢メッセは９月に開催の予定です。皆様方、多数のご
出席を頂けることを願っています。
　また、私事ではありますが、今年で呉支部支部長の
任期が終わります。長きにわたり至らない私を支えて
頂いた会員の皆様や関連業者の皆様に感謝いたします。
誠にありがとうございます。残りの任期期間も今まで
と変わらず、お力添えをお願いいたします。
　最後に、皆様方のご健勝とご繁栄を心からお祈りい
たしまして、ご挨拶とさせて頂きます。本日は誠にあ
りがとうございます。



（8）　第 402 号 令和 2年 2月 1日い ん さ つ 広 島

◎組合のうごき

【２０１９印刷産業夢メッセ集約会議】
　１２月１７日 ( 火 ) 午前１１時３０分から、広島印刷
会館会議室に於いて、２０１９印刷産業夢メッセ集約会
議を、役員１５名が出席し開催された。
　始めに中本実行委員長より「今年の夢メッセも皆様の
お蔭をもちまして盛況に開催することができました。ご
協力ありがとうございました。今日は集約会議と題し開
催しますが、お手元にアンケートがあります。これが生
の声です。しっかりと反省するところは反省し、今後に
生かしていければと思います。この後、収支の報告もあ
ります。また来年の 2020 夢メッセについてもよろし
くお願いします」と挨拶があり始まった。

【議題】
１．2019 印刷産業夢メッセの実施結果について
２．企画運営等の反省点について
３．2020 印刷産業夢メッセの開催 ( 案 ) について
４．その他

【支部長会議】第３回　支部長会議開催　　　　
　１２月１７日 ( 火 ) １２時４０分より、広島印刷会館
会議室で第３回支部長会議が開催された。
　始めに、石井組織共済委員長より「今日は、夢メッセ
の成績発表というか成果の報告があります。昨年より台
風の影響等で少し減益になっております。しかし、チケッ
トの販売については、皆さんのご協力で計画を上回って
販売していただきました。あらためてお礼申しあげます。
今日は反省も含めまして２０２０年の開催に向けてご検
討等をお願いします」と挨拶があり議題に入った。

【議題】
１．2019 印刷産業夢メッセ総括について
２．全印工連副会長　滝澤　光正氏 基調講演の資料配布
　　　加来氏の基調講演も参考に添付
３．令和元年度各支部における支部会等開催状況
４．その他

事務局だより

新年互礼会（1 月 6 日）に大勢の皆さまにご出席いただきましてありがとうございました。
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